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長岡小組織目標  児童が活躍する場を設定する 

 今年の長岡小学校の組織目標は「児童の活躍する場を設定する」です。今回のいちょうまつりでは、子ども達が

考え、子ども達が企画し、子ども達が主役になって取り組み、一人一人がキラキラした笑顔で活躍したおまつりで

した。 

 地域の方へ、今年は子ども達がいちょうの葉の形の感謝状を作り、いつも見守ってくれる安全パトロールのみな

さんや茶道クラブの先生、絵本を読み聞かせてくれるしらゆきひめの方に直接お渡しすることができました。 

 １年生から「いかのおすしだんす」や２年生の創作ダンス、３年生の「ミッキーマウスマーチ」、４年生のク

ラッピング、５年生の合唱「ふるさと」６年生の合唱、一人一人が今日の精一杯を披露してくれました。 

 代表委員の児童による「イチョウスマイルン」の寸劇は低学年の児童に大人気でした。 

      閉会式で「イチョウスマイルン」が「感謝の気持ちを表すとはどういうことかよくわかった！」と  

    言って去って行くと、拍手が起こりました。温かい、感動的ないちょうまつりと 

      なりました。    



 二年生の遠足。今年は「シビックセン

ター」です。 

 シビックセンターでは、プラネタリウ

ムや体験型の科学教室にチャレンジをし

ました。グループ活動で班のともだちと

仲よく相談しながら、体験ブースを回っ

ていました。屋上で海を見ながら食べた

お弁当は格別でした。 

 六年生はキャリア教育を兼ね、キッ

ザニアに遠足に行きました。事前に一

人一人が計画を立て、体験活動で得た

お金でお昼を食べたり、買い物をした

りしました。 

 六年生は金銭金融教育の学習で、

「計画的なお金の使い方」をそれぞれ

が考え実践しています。遠足でもお小

遣いで買い物をし、その後授業で「そ

の買い物は妥当であったか」を各自が

ふり返っていました。 

 四年生は社会科「自然災害からくらしを守

る」の学習で防災について学びます。今年は

学校運営協議会のみなさんが中心となり地域

のみなさんと共に防災を学ぶ機会を設けてく

ださいました。 

 各地区の区長様と地域の方が２１名参加

し、町総務課、消防本部、ショーボンド建設

株式会社のみなさんが講師となって、様々な

体験活動を行いました。講師のみなさま、本

当にありがとうございました。 

 今後も地域学校協働活動を展開していきま

す。活動内容は年ごとにブラッシュアップし

ていきますので、保護者の皆様もご参加いた

だいたりご協力いただいたりできればと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 


